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Abstract
　The purpose of this study is to focus on the changes of enjoyment of mat exercises and the physical competence 
in children who experienced synchronized mat exercises and to clarify the results and problems of the practice. 
The participants were 26 fifth grade elementary school students（13 boys and 13 girls）.
　The result suggested that there was an improvement of children’s enjoyment of mat exercises, physical 
competence, feeling of control and peer and teacher acceptance. In addition, positive feelings for mat exercises and 
synchronized mat exercises were confirmed from children’s reflection paper of the class. 
　Therefore, this practice which introduced synchronized mat exercises, might improve willingness for mat 
exercises of the child with the low enjoyment of mat exercises.
　On the other hand, this practice was not able to improve perceived physical competence. This point is a big 
problem of this practice. It can be considered that children could not fully realize affirmative recognition to their 
athletic skill just by the feeling that 「I was able to do」 with the simple technique used for synchronized mat 
exercises. “The challenge time” was established in order to improve a personal skill in this practice, however, it is 
highly possible that this time was not enough to improve the perceived physical competence.
　Therefore, we have to consider practice content paying attention to improve perceived physical competence.
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緒　　言

　小学校期は，スキャモンの発達曲線からも明らかな様
に神経系の発達が著しく，運動の基本となる調整力を身
に付けるのに最も望ましい時期である．そのため，小学
校期においては様々な運動を経験させ，多様な調整力の
習得が望まれている（高田，1985；宮下，2010）．器械
運動領域は，日常生活では体験が困難な運動が多く含ま
れた領域であり，本間（2012）も器械運動領域では他領
域において習得が困難な身体制御の基礎が提供されるこ
とを示している．しかしながら，マット運動が含まれる
器械運動領域は，「できる」，「できない」がはっきりし
た運動であり，苦手意識を持つ児童が多い領域でもある．
筆者の一人が担任する学級においても，児童の実態を調
査したところ，技能差が大きく，マット運動に対して好
意的な児童は全体の約５割に留まっていた．小学校学習
指導要領解説体育編（文部科学省，2017）は，器械運動
領域の内容とねらいに関して「全ての児童が技を身に付
ける楽しさや喜びを味わうことができるよう，自己やグ
ループの課題を見付け，その課題の解決の仕方を考えた
り，練習の場や段階を工夫したりすることができるよう
にすることが大切である．また，運動を楽しく行うため
に，一人一人が自己の課題の解決のために積極的に取り
組み，約束を守り助け合って運動をしたり，仲間の考え
や取組を認めたり，場や器械・器具の安全に気を配った
りすることができるようにすることが求められる．」と
示しているが，技能差が大きく，マット運動に対して好
意的な児童は全体の約半数である対象児童の実態を考慮
すると，マット運動に個人で取り組む活動だけで，全児
童が技を身に付ける喜びを味わったり，マット運動に対
する好感度を高めたりすることはやや困難であると考え
た．そこで，本実践では，グループで演技構成を考えな
がら動きを揃えたり，順番に動いたりしながら演技する

「シンクロマット」を主運動として取り扱った．技能的
に簡易的な技であっても，友達と動きを揃えることで演
技が成立するため，マット運動に対して好意的ではない
児童や技能が低い児童でも進んで取り組むことができる
と予想した．シンクロマットに関わる先行研究では、二
学期全体の長期間に渡ってシンクロマットを実践した狭
間・原（2013）の研究や６年生を対象とした木戸（2006）
のシンクロマットの実践において，互いの動きを見合っ
たり，感じたりしながらシンクロに取り組む中で児童が
マット運動への好感度や技能を高めていったことが報告
されている．馬場・岩田（2002）も，中学生を対象とし
たシンクロマットの実践により，マット運動が苦手な児
童も積極的に運動に参加する可能性を示唆している．ま
た，中井ほか（2011）は，マット運動と同領域である

「跳び箱運動」で集団シンクロを行った結果，「集団的人
間関係」や「集団的相互作用」が向上したことや多くの
児童が集団的課題達成の喜びを感じたことを報告してい

る．さらに，筆者の一人は室内に設置して使用できる室
内鉄棒を用いて，5年生児童を対象にグループで動きを
揃えて演技する「シンクロ鉄棒」の実践を行った（上家，
2018）．その実践を通して，児童の鉄棒運動に対する好
感度や運動有能感が向上したことが確認された．加えて，
活動中に児童同士が励まし合ったり認め合ったりする姿
や「前よりも鉄棒が好きになった．」，「シンクロ鉄棒は
初めてやったけど，すごく面白かった．」という意見も
ワークシートから認められた．この様なことから，本実
践では．グループで演技を構成していく過程で，友達と
お互いの動きを見合ったり，励まし合ったりすることを
多く経験し，簡易な技でも「できた」と実感することで，
運動技能やマット運動への好感度が低い児童の意欲が喚
起されることを期待して，「シンクロマット」を主運動
として取り扱った．
　ところで，本実践の内容が技能やマット運動への好感
度が低い児童でも積極的に取り組むことができるもので
あるためには，児童自身が体育や運動をしたいと感じる
内発的動機づけの変化に着目し，評価する必要がある．
岡澤（1998）はこの体育や運動への内発的動機づけと密
接な関係がある概念として運動有能感を提唱している．
岡澤・三上（1998）の研究によると運動有能感の高群は
低群よりも高いレベルで体育・スポーツに内発的に動機
づけられており，運動有能感の下位尺度である「身体的
有能さの認知」，「統制感」および「受容感」がそれぞれ
内発的動機づけに有意な影響を及ぼしていることが示
唆されている．加えて，先行研究（武田，2005；武田，
2006；岡澤，2003；岡澤・馬場，1998）から運動有能感
は体力や運動好感度，体育授業中の行動といった要素と
関係性を示すことも明らかにされており，運動有能感は
体育授業や運動に対する意識に大きな影響を及ぼす要因
と推察される．そのため，本実践を通しての児童の運動
有能感の変化は，指導内容を検討する上でも非常に重要
な要素であると考えられる．
　また，先述したようにマット運動は，「できる」，「で
きない」がはっきりした運動であり，苦手意識を持つ児
童が多いと考えられる．シンクロマットに関する先行研
究（狭間・原，2013；木戸，2006）では単元前後のマッ
ト運動への好感度や運動技能には着目しているが，単元
中の児童の意識の変容に着目はしていない．そのため，
本研究では運動技能やマット運動への好感度が低い児童
の意欲喚起の可能性があるシンクロマットを取り入れた
実践に取り組む過程で，児童がどのようなことを考えた
り，体験したりしたかにも着目することで，シンクロ
マットを取り入れた本実践の教材的価値について検討を
行う．
　以上のことから，本研究では，５年生を対象としたシ
ンクロマットの実践を通して，児童のマット運動に対す
る好感度および運動有能感の変化とともに，単元を通し
て児童の意識がどのように変容したかに着目する．そし
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て，実践内容の成果と課題およびシンクロマットを取り
入れた本実践の教材的価値について検討することを目的
とした．

方　　法

１．調査対象者および調査期間
　札幌市内の小学校の５年生児童27名の内，単元の全時
間に参加した26名（男子13名，女子13名）を対象とした．
男子の身長は141.3±4.7cm，体重は35.0±6.0kgであった．
女子の身長は138.4±5.6cm，体重は32.3±7.7kgであった．
本実践は2018年11月26日から12月6日までの期間に実施
した．本校の体育科の年間単元計画および札幌市小学校
教育課程編成の手引き（札幌市教育委員会，2015）には，
マット運動は５時間程度として位置付けられていること
から，単元は全５時間として設定した．マット運動への
好感度，運動有能感の測定は単元の１時間目の開始前と
５時間目の終了後に実施した．

２．使用教具
　マットはウチダ製のマットを使用した．各グループに
共通で120cm×240cm，120cm×300cm，60cm×120cm
のマットを１枚ずつ配付した．また，120cm×240cmの
マットを２つのグループに，90cm×180cmのマットを
２つのグループに，90cm×290cmのマットを１つのグ
ループに配付した.
　グループで練習する際の補助用具として，ウチダ製の

「フラットマーカーコーン」４枚，側転練習用のゴム紐,
側転練習用の手形２枚，足型２枚を各グループに用意し
収納カゴとともに配付した（図１）．

３．単元および教材
　「器械運動」領域の「マット運動」で全５時間の単元
構成で実施した（図２）．本単元では，グループで揃え
て動くことを「シンクロ①」，順番に動くことを「シン
クロ②」と定義した．単元中には個人で取り組み，学習
カードを用いてスモールステップ形式に技能を向上さ
せていく「チャレンジタイム」と，グループで「シンク
ロ」の練習を行う「シンクロタイム」を主運動として設
定した．また，５時間目にグループでの発表会を予定す
ることで児童に活動の見通しをもたせた．グループは５
グループ（５〜６人）とし，各グループの練習の場は
マ ッ ト ４ 枚（120cm×240cm，120cm×300cm，60cm
×120cmのマット各１枚および120cm×240cm，90cm
×180cm，90cm×290cmのマットのいずれか１枚）と
した．使用する場は体育館のステージ側半面とした．マッ
トの配置については，配置についての話し合いを単元中
に行うことで児童の運動量が減少する可能性がある点や
マットの枚数が限られている点を考慮し，教員数名から
なる教科体育部（以下，体育部）８名で協議を行い３種

類の配置方法を提示して各グループに選択させる形式を
採用した．その結果，全グループが長方形の場（図３）
を選択した．
　学習を進めるにあたり，マット運動に対して好意的で
はない児童も「できた」という達成感を味わう事ができ
るように，スモールステップ形式の学習カードを用いた

（図４，５）．本実践で使用した学習カードは，提示した
技を「回転技」および「倒立技」の２種類に分類し，一
つ一つの技の達成段階を３〜４のステップで示したもの
とした．また，マット運動に対して好意的ではない児童
も「できた」という感覚を味わうことができるよう，ス
テップ１の内容を実施が非常に簡易なものとした．カー

図１　補助用具一覧

図３　マットの配置

図２　単元構成（全５時間）
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図５　マット運動学習カード

図４　マット運動学習カード
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ドの内容および技の配列に関しては，体育部の教員８名
および高等支援学校教員１名で協議を行い決定した．

４．マット運動への好感度および運動有能感の測定
　マット運動への好感度については，「マット運動は好
きですか」という質問項目に対して「はい」，「ややはい」，

「ややいいえ」，「いいえ」の選択肢で測定を行った．運
動有能感の測定に関しては，岡澤ほか（1996）によって
作成された「運動有能感測定尺度」を使用した．12項目
からなる運動有能感は三つの下位尺度によって構成され
ている．第一因子は運動技能に対する肯定的な認知に関
する項目で構成されている「身体的有能さの認知」であ
る．第二因子は自己の努力や練習によって運動をどの程
度コントロールできると認知しているかを示す項目で構
成されている「統制感」である．第三因子は運動場面で
教師や仲間から自分が受け入れられているという認知に
関する項目で構成されている「受容感」である．各項目
の選択肢には５件法を用い，「あてはまる：５点」，「や
やあてはまる：４点」，「どちらともいえない：３点」，「や
やあてはまらない：２点」および「あてはまらない：１
点」を与えて得点化しており，下位尺度である「身体的
有能さの認知」，「統制感」および「受容感」がそれぞれ
20点満点となっている．そして，４因子の合計を「運動
有能感」とし，60点満点で評価した．また，毎時間終了
時には，児童は行った授業のふり返りをワークシートに
記述した．

５．児童の意識の変容
　本実践の過程で児童がどのようなことを考えたり，体
験したりしたかを分析するために毎時間ごとの児童の授
業後のふり返り（表２）に着目した．

６．統計処理
　質問紙の結果は，EXCEL 2017 for Windows（Microsoft
社製）を用いてまとめた．また，質問紙の分析については，
統計解析ソフトの「エクセル統計2012 for Windows」

（SSRI製）を用いた．２群間における平均値の差の検定
は対応のあるｔ検定を行った．なお，有意水準は５%未
満とした．

結　　果

１．単元前後におけるマット運動への好感度の変化
　単元前後におけるマット運動への好感度の変化を図６
に示した．単元前は約５割であったマット運動への好感
度が単元後には約８割となった．５時間目終了後のふり
返りでは，本時だけではなく単元を通してのふり返りも
含めて記述させた．ふり返り（表２）からは，「シンク
ロ運動に後転を入れて，後転が前よりできたのでマット
運動をやってうれしかったです（男子２）．」，「側転や後

転が上手くいった．友達とシンクロするのが面白かった
（男子６）．」「シンクロが楽しかった（男子７）．」，「シン
クロマットはとっても楽しかったので，もっと組み合わ
せの技を増やしたいです（女子８）．」など，マット運動
やシンクロへの好意的な意見が多く認められた．女子５
は単元開始前の「マット運動は好きですか」という質問
項目に対して「ややいいえ」と回答していたが，単元後
のアンケート調査では「はい」と回答しており好感度の
向上が認められた児童である．各授業後のふり返りに着
目しても，「シンクロ①で前転をする時にちゃんとそろっ
ていて良かった（１時間目）．」，「倒立前転の時，足を閉
じて回ることができて良かったです．シンクロも違う方
向から行くやつができて良かったです（２時間目）．」，「階
段（シンクロ②）やローテーション（順番に動く）の動
きがそろってきたので良かったです（４時間目）．」，「シ
ンクロ①やシンクロ②が練習していく中でどんどんでき
るようになってきました（５時間目）．」というようにシ
ンクロに関わる内容ができて良かった，上達してきたと
いう記述が多く認められた．
　また，女子12は単元開始前の「マット運動は好きです
か」という質問項目に対して「いいえ」と回答していた
が，単元後のアンケート調査では「ややはい」と回答し
た児童である．各授業後のふり返りを確認すると，「シ
ンクロ①（５人同時に前転）のタイミングが難しい．グ
ループで動くときは息を合わせることに気を付けたい．
テンポよく行うとシンクロが上手くいくと思う（１時間
目）．」，「マットの中心から前転で広がるのは上手くいっ
たと思う．中心に集まるシンクロをぶつからないでやり
たい．かけ声をかけ合うとシンクロが上手くいった（２
時間目）．」，「とび前転，後転，前転をする連続技が上手
くいったと思う．クロスする時にぶつからないようにし
たい（３時間目）．」，「クロスするシンクロはぶつからな
いように気を付けたい．順番や場所を意識するとシンク
ロが上手くいったと思います（４時間目）．」，「シンクロ
する時には，順番やスタートの場所がコツだと分かった．
シンクロの時間をもっと増やしてほしい（５時間目）．」
というように１時間目終了時にはシンクロを難しく感じ
ていたが，単元が進む中で徐々にシンクロに関わる動き

図６　マット運動への好感度の変化
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や技が上手くいくようになってきたという記述が認めら
れ，意識する観点も声だけではなくスタートする場所や
順番へと変容していた．

２．単元前後における運動有能感の変化
　単元前後における運動有能感の比較を表１に示した．
対応のあるｔ検定を行った結果，単元前と比較して，運
動有能感“（25（自由度）=3.3　**：p<0.01）”および統
制感“（25（自由度）=2.6　**：p<0.01）”，受容感“（25（自
由度）=2.4　**：p<0.05）”において単元後が有意に高い
値を示した．

３．児童の様子および意識の変容
　毎時間ごとの児童の授業後のふり返りを表２に示し
た．単元の１時間目では，児童に活動内容の説明を行い，
５時間目にシンクロ発表会を行うという単元の見通しを
もたせた．学習内容としては，チャレンジタイムの時間
配分を多く設定し，チャレンジタイムのはじめに教師が
前転および後転のポイントを，シンクロタイムでは主に
シンクロ①のやり方を説明して活動を行った．学習カー
ド（図４，５）に書いてある技であるならば，どの技を
練習しても良いと伝えたが，多くの児童が前転および後
転の練習を行い，シンクロタイムでは前転および後転を
用いてシンクロ①に取り組む児童が多かった．シンクロ
タイム中には，動きがそろったこと喜びの声を上げる姿
も多く見られた．１時間目の児童のふり返りからも，前
転や後転に取り組んだことや上手くいったことに関する
記述が多く認められた．また，「シンクロが上手くいっ
た（男子４）．」や「シンクロ①が上手くいった．今度はもっ
ときれいに動きを揃えて技をしたい．グループみんなが
できる技を練習したい．声をかけると上手くシンクロで
きた（女子１）．」など，シンクロが上手くいったという
記述が学級の約８割の児童から認められた（男子１，男
子２，男子３，男子４，男子５，男子６，男子７，男子８，
男子９，男子１０，男子１２，女子１，女子２，女子３，
女子４，女子５，女子６，女子７，女子９，女子10，女
子11）．２時間目では，教師がチャレンジタイムのはじ
めに開脚前転，開脚後転，側転，三点倒立の技のポイン
トと補助用具（図１）を用いた練習方法を説明し，シン
クロタイムではシンクロ②のやり方を確認した後に活動
に取り組ませた．チャレンジタイムにおいては前時から
続いて前転や後転の練習に取り組む児童や，本時でポイ

ントを紹介した技に補助用具を使用しながら取り組む児
童，友達と協力してチャレンジカードに書かれている技
に挑戦している児童の姿が見られた．シンクロタイムに
おいてはシンクロ②よりも前時で学習したシンクロ①に
取り組む児童の姿が多く見られた．授業後のふり返りで
は，「側転ができるようになった．もっと側転をきれい
にできるように気を付けたい（男子５）．」や「前回より
も開脚前転，開脚後転が上手くいきました．動きもそろ
い始めている気がします（女子４）．」など，自身の技の
できばえに着目する記述が多く認められた（男子１，男
子３，男子５，男子７，男子11，男子12，男子13，女子１，
女子２，女子３，女子４，女子５，女子10，女子13）．
シンクロに関する記述では，シンクロ①だけではなくシ
ンクロ②に関する記述（男子１，女子８，女子11）やスター
ト位置（男子10）方向の変化（女子３，女子５）が認め
られた．一方で，児童からマットの場が狭いので，広い
場でシンクロの練習に取り組みたいという声も挙がった

（男子２，女子８，女子12）．３時間目では，チャレンジ
タイムと比較してシンクロタイムの時間を多く配分し
た．シンクロタイムでは，はじめに「グループオリジナ
ルの連続シンクロ技を考えよう」という課題を提示し，
児童にシンクロ①やシンクロ②を取り入れたグループオ
リジナルの連続シンクロ技の練習に取り組ませた．本時
はグループで発表会に向けての演技を考えていくという
構成上，前時までと比較してグループで話し合う時間が
多くなった授業であった．授業後のふり返りからも，「グ
ループで相談してシンクロの技が決まったことが上手く
いった．一つ一つの技を上手くしたい．声を合わせると
シンクロが上手くいくことが分かった（男子５）．」など
話し合いや相談に関する記述（男子５，男子12，女子３，
女子４，女子６，女子13）が多く認められた．また，他
のグループの様子を見合う時間も設定したため，他のグ
ループの工夫である手拍子に着目して取り組んでみたと
いう記述（男子２，男子７，女子２，女子８）も確認さ
れた．しかしながら，「イマイチ上手くいかなかった．（男
子４）」や「どんな技を行うのかを決めたけど，意見が
合わないことがあって残念だった．ブリッジをできるよ
うにしたい．前回と同じでかけ声をかけると上手くいっ
た．」など，活動が上手くいかなかったという記述も確
認された．４時間目では，シンクロタイムの時間をさら
に増加し，次時の発表会に向けて「グループオリジナル
の連続シンクロ技を完成させよう」という課題を提示

表１　単元前と単元後の運動有能感および下位尺度の平均値の比較

身体的有能さの認知 統制感 受容感 運動有能感

単元前
（n=26） 11.7±5.3 15.5±5.1 15.9±3.7 43.0±11.8

単元後
（n=26） 12.8±5.8 17.5±4.3 17.0±3.6 47.3±12.2

t値 1.7 2.6** 2.4* 3.3**
� *：p<0.05　**：p<0.01
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表
２

　
児

童
の

各
授

業
後

の
ふ

り
返

り
１

時
間

目
終

了
時

２
時

間
目

終
了

時
３

時
間

目
終

了
時

４
時

間
目

終
了

時
５

時
間

目
終

了
時

男
子

１
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．今
度

は
足

を
曲

げ
な

い
で

技
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
．

か
け

声
を

か
け

る
と

上
手

く
シ

ン
ク

ロ
で

き
た

．
前

転
が

き
れ

い
に

な
っ

て
き

た
と

友
達

に
褒

め
ら

れ
て

う
れ

し
か

っ
た

．
シ

ン
ク

ロ
タ

イ
ム

の
前

転
が

上
手

く
階

段
（

シ
ン

ク
ロ

②
）

に
な

ら
な

い
か

ら
何

と
か

し
た

い
．

前
転

が
だ

ん
だ

ん
良

く
な

っ
て

き
た

．
マ

ー
カ

ー
を

目
印

に
し

て
シ

ン
ク

ロ
の

練
習

を
す

る
と

，
動

き
が

き
れ

い
に

な
っ

て
き

た
．

上
手

く
い

っ
た

こ
と

は
前

転
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
次

回
は

目
印

に
な

る
マ

ー
カ

ー
の

位
置

を
調

整
し

て
練

習
し

た
い

で
す

．
ス

タ
ー

ト
位

置
，

か
け

声
，

マ
ー

カ
ー

の
位

置
を

意
識

す
る

と
上

手
く

シ
ン

ク
ロ

で
き

ま
し

た
．

前
転

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

ス
タ

ー
ト

の
位

置
と

マ
ー

カ
ー

の
位

置
を

こ
れ

か
ら

気
を

付
け

た
い

と
思

い
ま

す
．

男
子

２
シ

ン
ク

ロ
の

前
転

が
上

手
く

い
っ

た
．

声
を

大
き

く
し

て
グ

ル
ー

プ
の

人
に

分
か

り
や

す
く

し
た

方
が

い
い

と
思

っ
た

．「
い

っ
せ

ー
の

で
」

と
声

を
か

け
る

と
上

手
く

シ
ン

ク
ロ

で
き

た
．

散
ら

ば
る

シ
ン

ク
ロ

の
練

習
を

し
て

い
て

マ
ッ

ト
が

狭
い

こ
と

が
気

に
な

る
．

ま
だ

，グ
ル

ー
プ

全
体

で
の

声
か

け
が

大
き

く
な

い
の

で
も

っ
と

大
き

く「
い

っ
せ

ー
の

」
と

言
い

た
い

で
す

．

横
と

縦
で

３
人

，
２

人
で

シ
ン

ク
ロ

を
行

っ
た

ら
上

手
く

で
き

ま
し

た
．

今
回

は
グ

ル
ー

プ
で

の
声

か
け

も
大

き
く

な
り

ま
し

た
．

手
拍

子
を

す
る

と
上

手
く

シ
ン

ク
ロ

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

．

十
字

に
ク

ロ
ス

し
て

シ
ン

ク
ロ

す
る

時
に

は
，

と
び

前
転

や
後

転
や

前
転

が
簡

単
で

い
い

と
思

い
ま

し
た

．
後

転
を

も
っ

と
頑

張
っ

て
き

れ
い

に
し

た
い

で
す

．
シ

ン
ク

ロ
マ

ッ
ト

の
コ

ツ
は

協
力

す
る

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

．

シ
ン

ク
ロ

運
動

に
後

転
を

入
れ

て
、

後
転

が
前

よ
り

で
き

た
の

で
マ

ッ
ト

運
動

を
や

っ
て

う
れ

し
か

っ
た

で
す

。
後

転
を

も
っ

と
が

ん
ば

り
た

い
で

す
．

男
子

３
簡

単
な

技
の

方
が

シ
ン

ク
ロ

し
や

す
い

．
み

ん
な

と
合

わ
せ

る
と

い
う

事
を

意
識

し
た

い
．

か
け

声
を

か
け

る
こ

と
で

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

み
ん

な
が

上
手

く
で

き
る

前
転

な
ど

の
技

を
選

ぶ
こ

と
が

良
い

こ
と

が
分

か
っ

た
．

技
の

綺
麗

さ
に

気
を

付
け

た
い

．
息

を
合

わ
せ

る
と

い
う

強
い

心
が

シ
ン

ク
ロ

マ
ッ

ト
の

コ
ツ

か
も

し
れ

な
い

．

技
を

行
う

方
向

に
気

を
付

け
た

い
．

方
向

を
工

夫
す

る
こ

と
で

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
く

．
集

合
や

散
ら

ば
る

シ
ン

ク
ロ

を
組

み
合

わ
せ

る
と

上
手

く
い

く
こ

と
が

分
か

っ
た

．
続

け
て

何
回

も
行

う
と

目
が

回
っ

て
し

ま
う

か
ら

少
し

ず
つ

休
憩

し
な

が
 

ら
技

に
取

り
組

み
た

い
．

自
分

た
ち

で
意

見
を

言
い

合
い

な
が

ら
演

技
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

て
良

か
っ

た
で

す
。

集
合

や
散

ら
ば

る
方

法
を

上
手

く
合

わ
せ

る
と

，
上

手
く

い
く

こ
と

が
分

か
っ

た
．

男
子

４
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

と
思

う
．

シ
ン

ク
ロ

①
が

上
手

く
い

っ
た

．
声

を
か

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．
イ

マ
イ

チ
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

．
両

サ
イ

ド
か

ら
ク

ロ
ス

し
て

シ
ン

ク
ロ

①
を

す
る

の
が

上
手

く
い

っ
た

．
頭

が
床

に
ぶ

つ
か

ら
な

い
よ

う
に

気
を

付
け

た
い

で
す

．
方

向
と

タ
イ

ミ
ン

グ
に

気
を

 
付

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

シ
ン

ク
ロ

す
る

と
き

に
，

ク
ロ

ス
し

て
集

合
す

る
方

法
が

上
手

く
い

っ
た

．
床

に
頭

を
ぶ

つ
け

る
こ

と
が

あ
っ

た
の

で
，ス

タ
ー

ト
す

る
位

置
を

気
を

付
け

た
．マ

ッ
ト

の
数

が
足

り
な

か
っ

た
の

で
，

も
っ

と
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

．

男
子

５
か

け
声

を
揃

え
る

こ
と

が
上

手
く

い
っ

た
．

今
度

は
技

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
揃

え
る

こ
と

を
気

を
付

け
た

い
．

シ
ン

ク
ロ

①
は

か
け

声
を

合
わ

せ
て

タ
イ

ミ
ン

グ
を

揃
え

る
と

上
手

く
い

く
．

側
転

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

．
も

っ
と

側
転

を
き

れ
い

に
で

き
る

よ
う

に
気

を
付

け
た

い
．

グ
ル

ー
プ

で
相

談
し

て
シ

ン
ク

ロ
の

技
が

決
ま

っ
た

こ
と

が
上

手
く

い
っ

た
．

一
つ

一
つ

の
技

を
上

手
く

し
た

い
．

声
を

合
わ

せ
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

く
こ

と
が

分
か

っ
た

．

目
印

に
な

る
マ

ー
カ

ー
の

置
く

場
所

が
ま

あ
ま

あ
上

手
く

い
っ

た
．

手
拍

子
を

す
る

と
シ

ン
ク

ロ
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

上
手

く
い

っ
た

．
（

シ
ン

ク
ロ

の
際

に
）

目
印

の
マ

ー
カ

ー
の

置
く

位
置

を
み

ん
な

に
合

わ
せ

る
こ

と
が

大
切

だ
と

分
か

り
ま

し
た

．
マ

ッ
ト

の
数

を
増

や
し

て
ほ

し
い

で
す

．

男
子

６
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．
側

転
の

足
の

伸
ば

し
方

を
気

を
付

け
た

い
．

か
け

声
を

か
け

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

後
転

の
時

に
手

を
耳

に
当

て
る

こ
と

が
上

手
く

い
っ

た
．

倒
立

前
転

で
ぐ

る
っ

と
回

っ
て

立
つ

こ
と

．
か

け
声

を
か

け
て

，
同

じ
タ

イ
ミ

ン
グ

を
や

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

倒
立

前
転

が
上

手
く

い
っ

た
け

れ
ど

，
前

転
の

時
に

股
が

開
い

て
し

ま
う

の
で

気
を

付
け

た
い

．「
い

っ
せ

ー
の

で
」

と
い

う
声

か
け

を
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
く

と
思

う
．

後
転

を
や

る
時

に
足

を
開

か
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
上

手
く

い
っ

た
．

友
達

と
前

転
や

後
転

を
す

る
所

が
上

手
く

い
っ

た
．

か
け

声
を

か
け

な
が

ら
手

を
た

た
く

と
シ

ン
ク

ロ
で

き
た

．

側
転

や
後

転
が

上
手

く
い

っ
た

．
友

達
と

シ
ン

ク
ロ

す
る

の
が

面
白

か
っ

た
．

男
子

７
前

転
の

立
つ

と
き

に
，

足
を

揃
え

て
立

て
た

こ
と

．
髪

の
毛

が
す

れ
る

か
ら

気
を

付
け

た
い

．「
い

っ
せ

ー
の

で
」と

か
け

声
を

か
け

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

ロ
ン

ダ
ー

ト
が

先
生

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

っ
た

ら
上

手
く

で
き

た
．

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

．
も

っ
と

細
か

い
と

こ
ろ

ま
で

き
れ

い
に

行
い

た
い

．
ハ

ン
ド

ス
プ

リ
ン

グ
を

す
る

時
に

体
を

伸
ば

す
と

上
手

く
で

き
た

．
ブ

リ
ッ

ジ
を

す
る

時
に

手
を

し
っ

か
り

と
つ

く
こ

と
を

気
を

付
け

た
い

．
音

の
リ

ズ
ム

(手
拍

子
）

を
気

を
付

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

く
．

前
転

で
小

さ
く

回
る

と
，シ

ン
ク

ロ
し

て
集

合
す

る
動

き
が

上
手

く
い

っ
た

．も
っ

と
小

さ
く

回
り

た
い

．
か

け
声

を
か

け
る

と
上

手
く

い
っ

た
．

前
転

で
小

さ
く

回
る

と
集

合
す

る
と

き
に

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
シ

ン
ク

ロ
が

楽
し

か
っ

た
で

す
．

男
子

８
シ

ン
ク

ロ
技

が
上

手
く

い
っ

た
と

思
い

ま
す

．
側

転
を

き
れ

い
に

回
る

こ
と

を
今

度
は

気
を

付
け

た
い

で
す

．
か

け
声

を
か

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

壁
倒

立
が

上
手

に
で

き
た

け
ど

，
少

し
し

か
出

来
な

か
っ

た
か

ら
今

度
は

も
っ

と
続

け
た

い
で

す
．

腕
の

力
を

つ
け

た
い

と
思

い
ま

す
．

き
れ

い
に

花
び

ら
み

た
い

に
ち

ら
ば

っ
た

り
協

力
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

倒
立

ブ
リ

ッ
ジ

が
少

し
で

き
た

よ
う

な
気

が
し

た
も

っ
と

極
め

た
い

で
す

．
真

っ
す

ぐ
倒

立
し

て
か

ら
ブ

リ
ッ

ジ
を

す
る

と
き

頭
を

打
た

な
い

よ
う

に
し

た
い

で
す

．
十

字
に

ク
ロ

ス
し

な
が

ら
跳

び
前

転
や

後
転

，
前

転
を

す
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

カ
ッ

コ
よ

く
な

り
ま

し
た

．

シ
ン

ク
ロ

①
を

十
字

に
ク

ロ
ス

し
な

が
ら

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
．

中
心

に
集

合
す

る
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

か
な

い
の

で
も

っ
と

練
習

し
た

い
で

す
．

タ
イ

ミ
ン

グ
を

合
わ

せ
て

「
は

い
，

は
い

」
と

か
け

声
を

出
し

た
い

で
す

．
シ

ン
ク

ロ
の

コ
ツ

は
協

力
す

る
こ

と
だ

と
思

い
ま

す
．

シ
ン

ク
ロ

①
を

ク
ロ

ス
で

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
．

息
を

合
わ

せ
て

「
は

い
」「

は
い

」
と

か
け

声
を

出
し

て
や

る
と

上
手

く
い

く
．

マ
ッ

ト
の

数
が

足
り

な
い

．

男
子

９
シ

ン
ク

ロ
技

が
上

手
く

い
っ

た
と

思
い

ま
す

．
声

か
け

を
意

識
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
く

と
思

い
ま

す
．

前
転

が
上

手
く

い
っ

た
気

が
し

ま
す

．
も

っ
と

動
き

を
揃

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

り
た

い
．

シ
ン

ク
ロ

で
選

ん
だ

３
つ

の
技

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

声
を

か
け

る
と

上
手

く
い

く
と

思
う

．
前

転
し

て
，

中
心

に
集

合
す

る
の

が
上

手
く

い
っ

た
時

が
あ

り
ま

し
た

．
後

転
で

シ
ン

ク
ロ

し
て

集
合

す
る

の
を

上
手

く
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

で
す

．「
１

，２
，

３
」

と
か

の
か

け
声

を
意

識
す

る
と

上
手

く
い

く
と

思
う

．

流
れ

て
い

る
曲

が
乗

れ
る

曲
で

良
か

っ
た

で
す

．
集

合
す

る
と

き
の

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

男
子

10
前

転
の

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

の
時

に
1人

が「
い

っ
せ

ー
の

で
」

な
ど

の
声

を
か

け
る

と
き

れ
い

に
な

り
ま

し
た

．
マ

ッ
ト

が
滑

る
時

が
あ

る
の

で
，

そ
れ

を
今

後
ど

う
す

れ
ば

良
い

か
考

え
た

い
で

す
．

誰
か

一
人

が
声

を
か

け
る

と
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

倒
立

を
ず

っ
と

練
習

す
る

と
側

転
が

で
き

な
く

な
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

．
も

う
ち

ょ
っ

と
角

度
を

変
え

た
い

と
思

い
ま

し
た

．
側

転
と

倒
立

を
順

番
に

練
習

し
た

方
が

良
い

と
い

う
事

に
気

づ
き

ま
し

た
．

ス
タ

ー
ト

位
置

を
し

っ
か

り
そ

ろ
え

る
こ

と
で

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

は
み

ん
な

が
同

じ
技

を
や

ら
な

き
ゃ

い
け

な
い

わ
け

じ
ゃ

な
い

の
で

，
い

ろ
い

ろ
な

工
夫

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
．

足
の

先
か

ら
手

の
先

ま
で

合
わ

せ
る

こ
と

を
気

を
付

け
た

い
で

す
．

曲
に

合
わ

せ
る

と
，

手
拍

子
が

い
ら

な
い

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

①
と

階
段

（
シ

ン
ク

ロ
②

）
を

合
わ

せ
て

演
技

し
て

み
た

い
で

す
．

中
に

集
合

す
る

動
き

の
時

に
は

マ
ッ

ト
の

角
に

頭
を

付
け

る
よ

う
に

す
る

と
ぶ

つ
か

ら
ず

に
シ

ン
ク

ロ
で

き
る

と
思

い
ま

す
．

ど
ん

な
に

簡
単

な
技

で
も

，
方

向
や

角
度

な
ど

で
外

か
ら

見
る

人
の

見
方

は
変

え
ら

れ
る

と
い

う
こ

と
が

分
か

っ
た

．
方

向
性

を
決

め
る

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
が

各
グ

ル
ー

プ
に

あ
る

と
，

よ
り

話
し

合
い

が
し

や
す

か
っ

た
．

男
子

11
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．
技

を
す

る
時

の
姿

勢
に

気
を

付
け

た
い

．
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．
姿

勢
に

今
回

も
気

を
付

け
た

い
．

前
転

か
ら

起
き

上
が

る
こ

と
が

上
手

く
い

っ
た

．
姿

勢
に

気
を

付
け

た
い

．
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
そ

ろ
っ

て
き

た
．

タ
イ

ミ
ン

グ
に

気
を

付
け

て
い

き
た

い
．

動
き

が
だ

ん
だ

ん
と

揃
っ

て
き

た
と

思
う

．
曲

が
合

わ
せ

や
す

か
っ

た

男
子

12
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．シ
ン

ク
ロ

①
も

割
と

動
き

が
そ

ろ
っ

て
い

た
．次

は
も

っ
と

た
く

さ
ん

で
揃

え
た

い
．

声
を

か
け

る
と

上
手

く
い

っ
た

．
後

転
の

着
地

が
上

手
く

い
っ

た
．

シ
ン

ク
ロ

で
も

や
っ

て
み

た
い

．
前

転
は

前
回

よ
り

も
良

く
な

っ
た

．
グ

ル
ー

プ
で

相
談

し
な

が
ら

技
を

決
め

て
い

く
こ

と
が

難
し

い
時

が
あ

る
．

全
員

が
で

き
る

技
を

ど
う

や
っ

て
シ

ン
ク

ロ
に

入
れ

て
い

く
か

が
す

ご
く

難
し

い
．

今
度

も
シ

ン
ク

ロ
の

前
転

と
後

転
の

完
成

度
を

高
め

て
い

き
た

い
で

す
．

か
け

声
を

か
け

て
タ

イ
ミ

ン
グ

を
合

わ
せ

る
と

上
手

く
シ

ン
ク

ロ
し

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

す
る

時
に

後
転

の
着

地
が

上
手

く
い

っ
た

．
個

人
の

練
習

時
間

を
も

っ
と

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た
．

男
子

13
前

転
や

後
転

が
上

手
く

い
っ

た
．

側
転

を
や

る
時

に
も

っ
と

足
を

ピ
ン

と
伸

ば
し

た
い

．
声

を
出

す
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
く

．
前

転
で

立
つ

と
き

に
足

が
開

か
な

く
な

っ
た

．
側

転
が

あ
と

ち
ょ

っ
と

で
で

き
そ

う
な

の
で

が
ん

ば
り

ま
す

．
息

を
合

わ
せ

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
に

で
き

た
．

シ
ン

ク
ロ

の
時

に
人

に
ぶ

つ
か

ら
な

い
よ

う
に

動
き

た
い

．
シ

ン
ク

ロ
②

で
跳

び
前

転
を

ど
ん

ど
ん

や
っ

た
ら

上
手

く
い

っ
た

．
今

度
は

目
印

に
な

る
マ

ー
カ

ー
を

置
く

場
所

を
考

え
て

シ
ン

ク
ロ

を
や

り
た

い
．

手
拍

子
を

す
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

順
番

に
動

く
シ

ン
ク

ロ
で

跳
び

前
転

を
し

た
ら

上
手

く
シ

ン
ク

ロ
で

き
ま

し
た

．
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

際
に

マ
ー

カ
ー

の
置

く
位

置
を

も
っ

と
考

え
た

い
．

女
子

１
シ

ン
ク

ロ
①

が
上

手
く

い
っ

た
．

今
度

は
も

っ
と

き
れ

い
に

動
き

を
揃

え
て

技
を

し
た

い
．

グ
ル

ー
プ

み
ん

な
が

で
き

る
技

を
練

習
し

た
い

．
声

を
か

け
る

と
上

手
く

シ
ン

ク
ロ

で
き

た
．

開
脚

前
転

が
上

手
く

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
．

グ
ル

ー
プ

の
人

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

っ
た

ら
上

手
く

で
き

て
き

た
．

今
度

は
自

分
も

ア
ド

バ
イ

ス
を

し
て

あ
げ

た
い

．

倒
立

が
少

し
だ

け
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

．
側

転
で

足
が

伸
び

切
っ

て
い

な
い

か
ら

，
そ

こ
を

気
を

付
け

て
い

き
た

い
．

み
ん

な
が

で
き

る
技

で
掛

け
声

を
か

け
て

や
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

だ
い

た
い

み
ん

な
の

動
き

が
そ

ろ
っ

て
い

て
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

．
技

と
技

の
間

の
時

間
が

あ
い

て
い

た
か

ら
そ

こ
を

今
度

は
気

を
付

け
た

い
．

技
を

や
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

グ
ル

ー
プ

で
決

め
て

お
く

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

ど
ん

ど
ん

み
ん

な
の

動
き

が
そ

ろ
っ

て
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

と
思

い
ま

す
．

側
転

を
も

っ
と

上
手

く
な

り
た

い
で

す
．

マ
ッ

ト
が

足
り

な
か

っ
た

で
す

．

女
子

２
前

転
が

上
手

く
い

っ
た

．
勢

い
を

つ
け

て
前

転
を

す
る

と
上

手
く

で
き

る
こ

と
に

気
づ

い
た

．
や

る
前

に
「

せ
ー

の
」

と
言

う
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

言
っ

た
．

前
転

が
前

よ
り

も
き

れ
い

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

．
腰

の
高

さ
に

気
を

付
け

て
前

転
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

．
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

に
で

き
た

．
難

し
か

っ
た

の
は

タ
イ

ミ
ン

グ
を

合
わ

せ
て

立
て

る
よ

う
に

す
る

こ
と

．
手

拍
子

を
す

る
と

上
手

く
シ

ン
ク

ロ
が

で
き

た
．

前
転

か
ら

の
ゆ

り
か

ご
が

上
手

く
い

っ
た

．
い

ろ
い

ろ
な

方
向

か
ら

や
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

や
り

や
す

い
こ

と
が

分
か

っ
た

．タ
イ

ミ
ン

グ
を

合
わ

せ
る

こ
と

も
大

切
．

方
向

を
色

々
変

え
て

や
る

と
，

技
が

や
り

や
す

か
っ

た
．

女
子

３
み

ん
な

で
シ

ン
ク

ロ
①

の
前

転
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
今

度
は

後
転

を
曲

が
ら

な
い

よ
う

に
真

っ
す

ぐ
回

れ
る

よ
う

に
し

た
い

で
す

．
か

け
声

を
か

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

み
ん

な
で

作
っ

た
新

し
い

シ
ン

ク
ロ

技
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
開

脚
後

転
で

足
を

伸
ば

し
た

ま
ま

立
つ

と
き

に
足

が
曲

が
ら

な
い

よ
う

に
気

を
付

け
た

い
と

思
い

ま
す

．
方

向
を

意
識

す
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

前
転

を
き

れ
い

に
回

れ
ま

し
た

．
シ

ン
ク

ロ
も

上
手

く
動

き
を

合
わ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

．
シ

ン
ク

ロ
を

す
る

時
に

は
技

の
選

び
方

が
大

切
だ

と
気

づ
き

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

タ
イ

ム
の

時
に

こ
れ

ま
で

や
っ

て
き

た
シ

ン
ク

ロ
技

を
合

体
し

て
や

っ
て

み
ま

し
た

．
上

手
く

い
っ

た
思

い
ま

す
．

次
は

シ
ン

ク
ロ

技
の

順
番

や
グ

ル
ー

プ
み

ん
な

の
ス

タ
ー

ト
位

置
に

気
を

付
け

た
い

で
す

．
か

け
声

や
方

向
を

意
識

す
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

シ
ン

ク
ロ

タ
イ

ム
で

は
，

こ
れ

ま
で

や
っ

て
き

た
シ

ン
ク

ロ
技

を
合

体
し

た
シ

ン
ク

ロ
連

続
技

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

マ
ッ

ト
が

足
り

な
か

っ
た

の
と

滑
る

マ
ッ

ト
が

あ
っ

た
の

が
困

り
ま

し
た

．

女
子

４

開
脚

前
転

と
開

脚
後

転
を

や
る

と
き

に
，

ど
っ

ち
も

手
で

マ
ッ

ト
を

強
く

押
し

た
り

足
が

つ
く

直
前

に
足

を
開

い
た

り
す

る
の

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

ケ
ガ

を
し

な
い

よ
う

に
気

を
付

け
な

が
ら

い
ろ

い
ろ

な
技

を
練

習
し

た
い

で
す

．
か

け
声

を
意

識
す

る
と

上
手

く
シ

ン
ク

ロ
で

き
た

．

前
回

よ
り

も
開

脚
前

転
，

開
脚

後
転

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

動
き

も
そ

ろ
い

始
め

て
き

て
い

る
気

が
し

ま
す

．
シ

ン
ク

ロ
で

前
転

，
側

転
，

ロ
ン

ダ
ー

ト
，

と
び

前
転

を
や

り
ま

し
た

．
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
工

夫
し

て
で

き
た

と
思

い
ま

す
．

次
は

も
う

少
し

動
き

を
揃

え
た

 
い

で
す

．
側

転
を

や
る

時
に

手
の

方
向

に
気

を
付

け
た

い
で

す
．

か
け

声
も

そ
う

だ
け

ど
，

ち
ゃ

ん
と

グ
ル

ー
プ

の
人

た
ち

と
話

し
合

っ
て

動
き

を
揃

え
た

り
す

る
こ

と
が

シ
ン

ク
ロ

に
は

大
事

だ
と

思
い

ま
す

．

シ
ン

ク
ロ

で
タ

イ
ム

で
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
や

っ
て

み
た

け
ど

，
あ

ま
り

上
手

く
い

か
な

か
っ

た
か

ら
次

は
今

日
で

き
な

か
っ

た
こ

と
と

か
を

や
り

た
い

で
す

．
シ

ン
ク

ロ
①

の
集

合
の

動
き

の
時

に
は

，
角

に
頭

を
つ

け
て

や
り

た
い

で
す

．

結
構

う
ま

く
で

き
た

と
思

い
ま

す
．

グ
ル

ー
プ

の
人

と
話

し
合

っ
て

動
き

を
考

え
た

．
か

け
声

と
動

き
を

揃
え

る
こ

と
や

，
手

や
足

の
位

置
を

気
を

付
け

た
．

マ
ッ

ト
の

数
を

増
や

し
て

ほ
し

い
．

ま
だ

マ
ッ

ト
が

動
く

の
で

滑
り

止
め

が
欲

し
い

．

女
子

５

シ
ン

ク
ロ

①
で

前
転

を
す

る
時

に
ち

ゃ
ん

と
そ

ろ
っ

て
い

て
良

か
っ

た
．

声
出

し
が

少
な

か
っ

た
の

で
，

今
度

か
ら

声
を

出
し

た
い

．「
い

っ
せ

ー
の

で
」

な
ど

声
を

出
す

．

倒
立

前
転

の
時

，
足

を
閉

じ
て

回
る

こ
と

が
で

き
て

良
か

っ
た

で
す

．
シ

ン
ク

ロ
も

違
う

方
向

か
ら

行
く

や
つ

が
で

き
て

良
か

っ
た

で
す

．
シ

ン
ク

ロ
の

時
，

ま
だ

早
さ

が
違

う
の

で
か

け
声

を
出

し
て

い
き

ま
す

．
１

人
遅

か
っ

た
り

，
早

か
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

っ
て

も
そ

の
人

を
責

め
な

い
で

楽
し

く
や

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

前
回

よ
り

も
倒

立
前

転
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
良

か
っ

た
で

す
．

も
う

ち
ょ

っ
と

で
着

地
が

で
き

る
よ

う
に

な
り

ま
す

．
倒

立
の

時
に

，
三

角
形

に
あ

ま
り

で
き

な
か

っ
た

の
で

次
は

三
角

形
に

し
ま

す
．リ

ズ
ム

を
取

る
と

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

今
日

は
い

つ
も

よ
り

シ
ン

ク
ロ

の
技

を
多

く
し

ま
し

た
．

階
段

（
シ

ン
ク

ロ
②

）
や

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
（

順
番

に
動

く
）

の
動

き
が

そ
ろ

っ
て

き
た

の
で

良
か

っ
た

で
す

．
い

つ
も

よ
り

多
く

の
技

を
や

っ
た

の
で

目
が

回
り

ま
し

た
．

な
の

で
，

気
を

付
け

ま
す

．
あ

と
，

交
差

す
る

シ
ン

ク
ロ

①
が

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
う

の
で

気
を

付
け

た
い

と
思

い
ま

し
た

．
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

の
時

に
，

前
の

人
と

ぶ
つ

か
る

時
は

マ
ッ

ト
か

ら
は

み
出

し
て

頭
が

マ
ッ

ト
に

つ
く

よ
う

に
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
だ

い
ぶ

動
き

が
そ

ろ
っ

て
き

て
シ

ン
ク

ロ
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

．

シ
ン

ク
ロ

①
や

シ
ン

ク
ロ

②
が

練
習

し
て

い
く

中
で

ど
ん

ど
ん

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

ま
し

た
．

倒
立

前
転

も
上

手
に

な
り

ま
し

た
．

女
子

６
シ

ン
ク

ロ
で

初
め

て
や

っ
た

の
に

結
構

そ
ろ

っ
て

い
た

と
思

い
ま

し
た

．
チ

ー
ム

全
体

で
新

し
い

シ
ン

ク
ロ

技
を

や
り

た
い

．
チ

ー
ム

全
員

で
息

を
揃

え
て

．
か

け
声

を
大

き
く

す
る

の
が

シ
ン

ク
ロ

マ
ッ

ト
の

コ
ツ

．

シ
ン

ク
ロ

マ
ッ

ト
で

自
然

に
で

き
る

技
を

見
付

け
ま

し
た

．
前

転
→

ゆ
り

か
ご

→
開

脚
後

転
．

チ
ー

ム
全

員
が

で
き

る
お

も
し

ろ
い

シ
ン

ク
ロ

考
え

て
仲

間
は

ず
れ

が
な

い
よ

う
に

す
る

．
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

く
コ

ツ
は

自
然

に
で

き
る

技
を

す
る

．
み

ん
な

が
簡

単
に

で
き

る
技

を
す

る
．

チ
ー

ム
全

体
で

で
き

る
シ

ン
ク

ロ
技

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

．
今

度
は

も
っ

と
動

き
を

揃
え

た
い

．
声

，
リ

ズ
ム

が
シ

ン
ク

ロ
の

コ
ツ

．
だ

い
ぶ

動
き

が
そ

ろ
っ

て
き

て
シ

ン
ク

ロ
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

．
自

然
に

シ
ン

ク
ロ

技
が

し
た

い
．

か
け

声
や

技
を

す
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

決
め

る
．

チ
ー

ム
全

体
で

で
き

る
シ

ン
ク

ロ
技

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

．
か

け
声

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
技

を
す

る
タ

イ
ミ

ン
グ

を
決

め
た

り
，

目
で

会
話

し
た

り
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

女
子

７
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．
か

け
声

を
か

け
る

と
上

手
く

シ
ン

ク
ロ

で
き

る
こ

と
が

分
か

っ
た

．
今

度
は

も
う

少
し

「
ナ

イ
ス

」「
〜

を
し

た
ら

う
ま

く
い

く
よ

」
と

言
お

う
と

思
う

．
か

け
声

を
か

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

前
転

が
上

手
く

い
っ

た
．

前
回

は
か

け
声

を
か

け
て

な
か

っ
た

か
ら

次
は

か
け

声
を

か
け

た
い

．
か

け
声

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
た

．
グ

ル
ー

プ
の

友
達

と
協

力
し

て
シ

ン
ク

ロ
す

る
こ

と
が

で
き

た
．

ロ
ン

ダ
ー

ト
を

き
れ

い
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

．
１

人
見

て
て

，「
も

う
少

し
〜

し
た

方
が

良
い

よ
」

と
言

っ
た

ら
良

い
と

思
う

．

シ
ン

ク
ロ

の
時

に
少

し
ぶ

つ
か

る
か

ら
，

次
に

や
る

時
は

ぶ
つ

か
ら

な
い

よ
う

に
し

た
い

．
動

き
を

見
合

う
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

シ
ン

ク
ロ

の
時

，
動

き
を

見
な

が
ら

（
グ

ル
ー

プ
の

メ
ン

バ
ー

に
）「

こ
う

し
た

方
が

い
い

」
と

言
え

た
の

が
良

か
っ

た
．

個
人

の
練

習
時

間
を

も
っ

と
増

や
し

て
ほ

し
か

っ
た

．

女
子

８

シ
ン

ク
ロ

②
が

み
ん

な
で

楽
し

く
で

き
た

し
，

一
回

目
な

の
に

協
力

で
き

た
こ

と
が

良
か

っ
た

で
す

．
た

だ
，

楽
し

く
す

る
の

は
い

い
け

れ
ど

安
全

に
気

を
付

け
た

い
で

す
．

シ
ン

ク
ロ

マ
ッ

ト
の

コ
ツ

は
か

け
声

，
リ

ズ
ム

だ
と

思
い

ま
す

．

ま
ん

中
か

ら
散

ら
ば

る
シ

ン
ク

ロ
②

が
上

手
く

で
き

ま
し

た
．

外
か

ら
中

心
に

集
ま

る
の

は
ぶ

つ
か

り
そ

う
だ

っ
た

の
で

，
で

き
る

だ
け

離
れ

て
ゆ

っ
く

り
慎

重
に

や
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

い
ま

し
た

．
シ

ン
ク

ロ
②

を
や

る
時

は
特

に
「

は
い

，
は

い
」

と
か

け
声

を
入

れ
て

タ
イ

ミ
ン

グ
を

合
わ

せ
る

の
が

コ
ツ

だ
と

思
い

ま
し

た
．

今
日

は
新

し
い

パ
タ

ー
ン

（
み

ん
な

方
向

を
変

え
て

や
る

と
い

う
方

法
で

す
）

動
き

方
で

シ
ン

ク
ロ

①
を

行
っ

て
み

ま
し

た
．

横
や

縦
の

人
が

ぶ
つ

か
り

そ
う

だ
っ

た
の

で
自

分
が

や
り

終
わ

っ
た

後
に

，
マ

ッ
ト

の
前

に
下

が
る

と
い

い
か

な
と

思
い

ま
し

た
．

前
回

は
声

か
け

が
い

い
と

思
っ

た
ん

で
す

け
ど

，
み

ん
な

が
バ

ラ
バ

ラ
に

な
る

こ
と

が
あ

っ
た

の
で

，
手

拍
子

の
方

が
い

い
と

思
い

ま
し

た
。

前
回

や
っ

た
新

し
い

パ
タ

ー
ン

を
今

度
は

シ
ン

ク
ロ

②
で

や
っ

て
み

ま
し

た
．

３
人

が
ク

ロ
ス

す
る

場
所

の
２

人
が

側
転

を
し

，
よ

り
技

が
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
し

た
よ

う
な

気
が

し
ま

し
た

．
順

番
に

や
っ

た
方

が
ぶ

つ
か

る
確

率
が

低
く

な
っ

た
よ

う
に

感
じ

ま
し

た
．

今
回

も
手

拍
子

を
し

な
が

ら
シ

ン
ク

ロ
し

ま
し

た
．

と
て

も
息

が
合

っ
て

い
て

，
上

手
く

い
っ

た
と

思
い

ま
す

．

協
力

し
て

や
っ

て
い

く
中

で
，

色
々

な
パ

タ
ー

ン
の

技
の

組
み

合
わ

せ
が

で
き

ま
し

た
．

シ
ン

ク
ロ

マ
ッ

ト
は

と
っ

て
も

楽
し

か
っ

た
の

で
，

も
っ

と
組

み
合

わ
せ

の
技

を
増

や
し

た
い

で
す

．
マ

ッ
ト

の
数

と
長

さ
を

増
や

し
て

ほ
し

い
で

す
．

女
子

９
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．
後

転
を

上
手

く
で

き
る

よ
う

に
気

を
付

け
た

い
で

す
．

か
け

声
を

か
け

る
と

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
中

心
に

集
ま

る
シ

ン
ク

ロ
①

が
上

手
く

い
き

ま
し

た
．

き
れ

い
に

側
転

を
や

り
た

い
で

す
．

か
け

声
と

順
番

を
意

識
す

る
と

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
前

転
で

き
れ

い
に

立
つ

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

．
シ

ン
ク

ロ
を

み
ん

な
で

そ
ろ

え
て

で
き

る
よ

う
に

な
り

た
い

．
か

け
声

を
か

け
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

中
心

に
集

ま
る

シ
ン

ク
ロ

を
も

っ
と

上
手

く
や

り
た

い
．

誰
が

声
を

か
け

る
か

を
決

め
て

お
く

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
み

ん
な

に
も

見
せ

た
，

ク
ロ

ス
す

る
集

合
方

法
が

上
手

く
い

っ
た

か
な

と
思

い
ま

し
た

．
曲

が
流

れ
て

い
る

の
で

楽
し

い
雰

囲
気

で
運

動
で

き
ま

し
た

．

女
子

10
前

転
や

後
転

の
膝

つ
ま

先
が

き
れ

い
で

き
ま

し
た

．
次

は
シ

ン
ク

ロ
で

も
っ

と
息

を
合

わ
せ

た
い

で
す

．
か

け
声

を
か

け
る

こ
と

で
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．

ひ
ざ

が
割

れ
な

い
よ

う
に

き
れ

い
に

立
つ

こ
と

が
で

き
ま

し
た

．
も

っ
と

，
か

け
声

を
短

く
し

た
い

で
す

．
い

ろ
い

ろ
な

方
向

か
ら

動
く

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

っ
た

．

方
向

を
変

え
て

み
ん

な
で

楽
し

く
で

き
た

こ
と

が
良

か
っ

た
で

す
．

も
っ

と
準

備
を

早
く

し
た

い
で

す
．

息
を

合
わ

せ
る

と
シ

ン
ク

ロ
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
目

印
に

な
る

マ
ー

カ
ー

を
置

い
た

の
で

，
シ

ン
ク

ロ
②

の
と

び
前

転
が

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
も

っ
と

や
り

や
す

い
マ

ー
カ

ー
を

置
く

場
所

を
見

つ
け

る
こ

と
を

気
を

付
け

た
い

で
す

．
手

拍
子

を
す

る
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
き

ま
し

た

跳
び

前
転

を
シ

ン
ク

ロ
②

で
や

る
と

き
に

マ
ー

カ
ー

を
使

う
と

上
手

く
い

き
ま

し
た

．
み

ん
な

で
協

力
で

き
た

こ
と

が
良

か
っ

た
と

思
い

ま
す

．

女
子

11
シ

ン
ク

ロ
①

が
上

手
く

い
っ

た
．

今
度

は
シ

ン
ク

ロ
②

も
い

ろ
い

ろ
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た

い
．

グ
ル

ー
プ

の
中

で
順

番
を

口
に

し
な

が
ら

や
る

と
上

手
く

い
っ

た
．

今
度

は
も

う
少

し
早

め
に

順
番

を
言

う
よ

う
に

し
た

い
．

い
ろ

い
ろ

な
方

向
か

ら
動

く
と

シ
ン

ク
ロ

が
上

手
く

い
っ

た
．

方
向

を
変

え
る

こ
と

が
上

手
く

い
っ

た
．

準
備

を
早

く
し

た
ら

も
っ

と
た

く
さ

ん
運
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し，活動に取り組ませた．児童たちはシンクロ①および
シンクロ②のみならず，交差する，集合する，散らばる
といった方向を変化する動きも加えながら演技を構成し
ていた．授業後のふり返りからも，「シンクロ①と階段（シ
ンクロ②）を合わせて演技してみたいです．中央に集合
する動きの時にはマットの角に頭を付けるようにすると
ぶつからずにシンクロできると思います．」や「シンク
ロタイムの時にこれまでやってきたシンクロ技を合体し
てやってみました．上手くいったと思います．次はシン
クロ技の順番やグループみんなのスタート位置に気を付
けたいです．かけ声や方向を意識するとシンクロが上手
くいきました．」など，一つのシンクロの動きだけでは
なく、組み合わせ方や方向を変化する動き方に関する記
述（男子２，男子３，男子４，男子８，男子10，女子２，
女子３，女子５，女子８，女子12）も認められた．一方
で，チャレンジタイムにおいて，より自身の技のできば
えを高めたいという児童も存在していた．５時間目では，
前時と比較して，チャレンジタイムおよびシンクロタイ
ムの時間を減少させ，シンクロ発表会を主な活動として
学習を行った．これまで練習してきたシンクロ連続技を
他のグループに披露した際には，各グループ独自の動き
方などに歓声が上がる姿が見られた．授業後のふり返り
からは「みんなにも見せた，クロスする集合方法が上手
くいったかなと思いました．曲が流れているので楽しい
雰囲気で運動できました（女子９）．」や「チーム全体で
できるシンクロ技を考えることができた．かけ声のタイ
ミングや技をするタイミングを決めたり，目で会話した
りするとシンクロが上手くいった（女子６）．」など，グ
ループ外の他者を意識した考えやこれまでの成果を披露
できた喜びに関する記述も確認（男子10，女子６，女子９）
された．一方で，男子12および女子７のふり返りに着目
すると，「個人の練習時間をもっと増やしてほしかった．」
との記述が認められた．また，マットの枚数や質に関す
る記述（男子４，男子５，男子８，女子１，女子３，女
子４，女子11）も認められた．

考　　察

１．単元前後におけるマット運動への好感度の変化
　単元前は約５割であったマット運動への好感度が単元
後には約８割に変化したことから，本実践によって児童
のマット運動への好感度がある程度向上した可能性が示
唆された．マット運動は，「できる」，「できない」がはっ
きりした運動であり，苦手意識を持つ児童が多く調査対
象学級でもマット運動に対して好意的な児童は全体の約
５割であった．しかしながら，５時間目終了時のふり返
りからマット運動やシンクロへの肯定的な意見が認めら
れていた．このことの要因として，多くのふり返りにも
記述されていたが，シンクロに関する成功体験の量が関
係していると予想される．シンクロは友達と動きがそ

ろっていたり，順番に動いたりすることで「できた」と
いう成功体験や「楽しさ」を得ることが可能である．そ
のため，マット運動への好感度が低い児童や技能が低い
児童は，これまで個人技において成功体験が乏しくマッ
ト運動に対して楽しさを感じづらかったが，技の難度に
こだわらず，自身ができる範囲の技で友達とシンクロす
る活動を通して「できた」という成功体験や楽しさをこ
れまでと比較して豊富に味わうことができたのではない
だろうか．女子５および女子12のふり返りからも，様々
なシンクロの方法に挑戦する中で「上手くいった」，「で
きた」と感じている記述が確認でき，シンクロに取り組
む中で多くの成功体験を得ていたことが示唆される．ま
た，女子12は単元が進むにつれ，シンクロが上手くいく
ための視点が，声からスタートする場所や順番といった
具体的な内容に変化しており，高い意欲をもってシンク
ロの活動に取り組んでいたと思われる．加えて，本実践
は個人技能向上を目的とした「チャレンジタイム」も主
運動として取り扱っていた．「チャレンジタイム」は単
元以前よりマット運動に高い意欲をもっている児童や技
能が高い児童にとっては，個人技能を高めるという観点
から重要な時間であり，その時間で楽しさや「できた」
という成功体験を得ていた可能性がある．以上のことか
ら，シンクロマット運動を取り入れた本実践は児童に
とってある程度好意的に取り組むことができるものであ
り，マット運動に対する意欲を喚起する可能性が予想さ
れた．一方で，単元後にもマット運動に対して否定的に
感じている児童は２割存在していた．男子12および女子
７の５時間目のふり返りにおいて「個人の練習時間」を
増やして欲しいという記述が認められており，成功体験
や楽しさを感じる観点は各児童の実態によって異なるこ
とが明らかになった．そのため，対象児童の実態も考慮
しながら単元を通しての「チャレンジタイム」と「シン
クロタイム」の時間配分は今後も検討を重ねていかなく
てはならない．

２．単元前後における運動有能感の変化
　表１より運動有能感，統制感および受容感において単
元前と比較して単元後が有意に高い値を示した．このこ
とから，本実践を通して運動有能感，統制感および受容
感が向上した可能性が示唆される．運動有能感の向上に
関しては，シンクロマットを取り入れた本実践の教材
的価値が影響を及ぼした可能性が考えられる．マット
運動は「できる」「できない」がはっきりした運動であ
り，技能が低い児童には否定的に捉えられやすい単元で
ある．本学級においても，事前の調査を行ったところ，
技能差が大きく，マット運動に対して好意的な児童は全
体の約５割に留まっていた．しかしながら，本実践で取
り扱ったシンクロマットは，友達と動きを揃えたり，順
番に動いたりしていくことに主な視点を置いた教材であ
る．そのため，技能が低い児童であっても友達と動きを
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揃えることができ，「できた」という成功体験を簡易的
に多く経験することが可能であったと予想される．福本

（2008）はシンクロ運動の基礎・基本として最初は簡易
な動きや演技構成で動きを同調させ，全ての児童が達成
感・充実感を得られるように配慮していくことが重要だ
としている．児童の単元１時間目終了後のふり返りから
も「シンクロ技が上手くいったと思います（男子９）．」，

「みんなでシンクロ前転をして上手くいった（女子３）．」，
「シンクロで初めてやったのに，けっこうそろっていた
と思いました（女子６）．」など，シンクロ技ができた事
や上手くいったことへの記述が確認されており，この
他にも多くの児童（男子２，４，８，10，女子１，７，９，
11）が一時間目の活動から「できた」「上手くいった」
という感覚を体験したと考えられる．したがって，技能
が低い児童においても，友達とシンクロに取り組む中で
技の難度やできばえではない，「できた」を感じること
で運動有能感を培っていく可能性も考えられる． 
　統制感の向上に関して，スモールステップ形式の学習
カードを用いて個人技の練習を行う「チャレンジタイム」
が児童の統制感の向上に寄与していた可能性が示唆され
る．「チャレンジタイム」開始時には，毎時間教師が学
習カードに提示されている動きのポイントを確認し，見
通しをもたせて練習に取り組ませた（図７）．活動中は
カードをもとに，児童同士がお互いの動きを見合う姿が
多く見られた．統制感の値が単元前後で13点から20点に
向上した男子６のふり返りに着目すると「前転が上手く
いった．側転の足の伸ばし方を気を付けたい．かけ声を
かけるとシンクロが上手くいった（１時間目）．」，「倒立
前転が上手くいったけれど，前転の時に股が開いてしま
うので気を付けたい．いっせーのでという声かけをする
とシンクロが上手くいくと思う（３時間目）．」，「後転を
やる時に足を開かないようにすることが上手くいった．
友達と前転や後転をする所が上手くいった．かけ声をか
けながら手をたたくとシンクロできた（４時間目）．」，「側
転や後転が上手くいった．友達とシンクロするのが面白

かった（５時間目）．」といった記述が認められた．本児
童は１時間目のチャレンジタイムより，前転，後転，側
転の練習に意欲的に取り組んでおり，順番に学習カード
のステップを友達にチェックしてもらっている姿も多く
確認された．単元終了時には，前転および後転がステッ
プ４（図４），側転がステップ３（図５）の段階にまで
到達していた．男子６と同様に13点から20点に向上した
男子13のふり返りでも「前転や後転が上手くいった．側
転をやる時にもっと足をピンと伸ばしたい．声を出すと
シンクロが上手くいく（１時間目）．」，「前転の足が開か
なくなってきた．側転があとちょっとでできそうなので
がんばります．息を合わせるとシンクロが上手くいった．

（２時間目）」など側転のステップ３（図５）に関連する
記述が認められている．本児童も１時間目より側転の練
習に意欲的に取り組んでおり，学習カードを用いて友達
と協力しながら，順番にステップを達成していく姿が見
られた．小畑ほか（2009）の実践においても，スモール
ステップ形式の学習カードを用いて「できた」という自
己評価を多くさせたことにより，運動有能感および３つ
の下位尺度が向上したことが報告されている．また，「シ
ンクロ①やシンクロ②が練習していく中でどんどんでき
るようになってきました（女子５，５時間目）．」や「動
きがだんだんそろってきたと思う．曲が合わせやすかっ
た（男子11，５時間目）．」というように，技ではなくシ
ンクロの練度が練習する中で向上してきたと感じる児童
も存在していた．このようなことから，学習カードを用
いた「チャレンジタイム」での活動や「シンクロタイム」
の中で練習したシンクロの動きが児童の「統制感」に影
響を及ぼした可能性が考えられる．
　グループで練習をするシンクロタイムでは，児童はグ
ループで行う演技の構成や順番を相談しながら練習に取
り組んでいた．その活動中には，互いの動きの大きさや
タイミング，動く方向についてアドバイスをし合う姿が
確認されており，グループで目的に向かって練習する過
程が受容感に影響を及ぼした可能性が考えられる．ふり
返りにおいても「自分たちで意見を言い合いながら演
技を考えることができて良かったです（男子３，５時間
目）．」，「（シンクロの際に）目印のマーカーの置く位置
をみんなに合わせることが大切だと分かりました（男子
５，５時間目）．」，「シンクロの時，動きを見ながら（グ
ループのメンバーに）こうした方がいいと言えたことが
上手くいった（女子７，５時間目）．」，「（前の時間と同じ
ように）今回も手拍子をしながらシンクロしました．と
ても息が合っていて，上手くいったと思います（女子８，
４時間目）．」，「倒立前転の時，足を閉じて回ることがで
きて良かったです．シンクロも違う方向から行くやつが
できて良かったです，シンクロの時，まだ早さが違うの
でかけ声を出していきます，１人遅かったり，早かった
りすることがあってもその人を責めないで楽しくやると
シンクロが上手くいきました（女子５，２時間目）．」と図７　チャレンジタイムでの技のポイント確認
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いった話し合いや他者を思いやった記述が認められてお
り，個人では行えないシンクロの練習に取り組む中で他
者を意識する機会が必然的に多くなったと考えられる．
また，各グループに配付したマーカーやゴム紐などの補
助教具をグループで使用したり，アドバイスをしたりし
ながら活動を進める姿も多く見られ（男子１，５，13,女
子10，11），グループ内での関わり合いや仲間を意識し
た工夫を通して，自分が受け入れられていると児童が認
知した可能性が高い．
　一方で，運動有能感の下位尺度である「身体的有能さ
の認知」は，単元前後において向上が認められなかった．
この原因については明らかではないが，個々の児童の技
能に適した場を十分に提供できなかったことが要因とし
て挙げられる．本実践の単元構成は「チャレンジタイム」
と「シンクロタイム」の２つの主運動から成り立ってお
り，単元の進行とともに個人技能を伸ばす「チャレンジ
タイム」の時間は短くなるように設定されていた．本実
践中のシンクロに関する内容については単元を通して多
くの児童のふり返りから「できた」，「上手くいった」と
いった記述が確認され，友達と動きを揃えたり、順番に
動いたりすることで成立するシンクロが児童の運動有能
感に影響したことが示唆された．しかしながら，「でき
た」という感覚の多くを占めていたのが個人の技ではな
く，集団であるシンクロの動きに対してであった可能性
が考えられる．そのため，個人の運動技能に対する肯定
的な認知を十分に実感できなかった児童が存在していた
のではないだろうか．ただし，同じシンクロを取り扱っ
たシンクロ鉄棒の実践（上家，2018）では「身体的有能
さの認知」も単元後に向上しているため，安易にシンク
ロに原因を求めるのは早計かもしれない．いずれにせよ

「身体的有能さの認知」向上も視野に入れた実践内容は，
今後の大きな課題である．

３．児童の様子と意識の変容
　１時間目はチャレンジタイムの時間配分が多いことも
あり，学習カードを使用して現在の自分自身のできる技
を確認している児童が多く見られた．特に教師がポイン
トを紹介した前転および後転には技能が低い児童も挑戦
していた．児童の意識は，自身の力量の把握に向いてい
たと思われる．シンクロタイムでは，チャレンジタイム
で練習した技でシンクロ①に挑戦する姿が多く見られ，
動きをそろえることをねらいとして声などに着目しなが
ら活動に取り組んでいた．授業のふり返りでは，シンク
ロが上手くいったという記述が多くの児童から認められ
ており，多くの児童がシンクロは難しくはない，「できた」
という意識をもったものと推察される．２時間目のシン
クロタイムのはじめにシンクロ②を紹介したが，シンク
ロ①に取り組む児童が多かった理由としては，前時まで
のシンクロ①の完成度が十分ではなくより練度を高める
ために取り組んでいたことが考えられる．また，シンク

ロ①に慣れてきたグループはスタート位置や方向の変化
といった要素に着目し始めていたと思われる．３時間目
では，児童の意識は前時までの一つの技をいかにシンク
ロするかという視点から，シンクロ連続技の構成をどの
ようにしていくかという視点に徐々に変化してきたと予
想される．この段階ごろから，「倒立が少しだけできる
ようになった．側転で足が伸び切っていないから，そこ
を気を付けていきたい．みんなができる技で掛け声をか
けてやるとシンクロが上手くいった（女子１）．」，「チー
ム全体でできるシンクロ技を考えることができた．今度
はもっと動きを揃えたい．声，リズムがシンクロのコツ

（女子６）．」など，グループの友達がどのような技をし
たいのか，友達の現在の状態はどのようなものなのかと
いった他者への関心が深まる児童が増えてきていること
が窺える．一方で，シンクロしたい技や行いたい動きが
友達と合わず，グループで決めていくことに難しさを感
じている児童もいるため，この時間に楽しさを感じられ
なかった児童もいた可能性が高い．４時間目では発表会
が次時に迫っていることもあり，多くの児童の意識がシ
ンクロ連続技の完成に焦点化され始めていたと考えられ
る．また，シンクロ①やシンクロ②の練度がある程度高
まってきたことやグループ間で，動きを見合う活動を取
り入れたこともあり，児童の意識はグループ内だけでは
なく他グループにも広がっていったと予想される．全て
の児童がふり返りにシンクロに関わる内容を記述してい
ることからも，チャレンジタイムと比較してシンクロタ
イムの時間配分が多いこの段階では児童の「できた」と
いう成功体験の多くはシンクロに起因していると推察さ
れる．５時間目では，シンクロ発表会が主な活動である
こともあり，児童の意識はグループ外の他者に向いてい
ると考えられる．この様なことより，本実践を通して児
童の「できた」，「上手くいった」という意識は，個人の
実感から徐々に他者も含めた集団としての実感に変化し
ていくものと考えられる．一方で，「個人の練習時間を
もっと増やしてほしかった．」というふり返りも認めら
れている．本来，本実践の単元構成はチャレンジタイム
で挑戦した技をシンクロタイムで実施したり，シンクロ
タイムで上手くいかなかった技を次時のチャレンジタイ
ムで練習したりするなど，チャレンジタイムとシンクロ
タイムが相互補完し合う関係性をねらいとしていた．し
かしながら，グループで行うシンクロの性質上，個人技
能を高めるチャレンジタイムで練習したり，習得したり
した技をシンクロタイムで披露できない児童も存在して
いた．そのため，チャレンジタイムとシンクロタイムの
つながりをあまり実感できず，自身の思いと活動内容の
乖離を感じたまま単元を終えてしまった可能性も考えら
れる．そのため，対応策として，活動グループを異質グ
ループではなく，等質グループにすることでグループ内
の技能差を減らし，チャレンジタイムとシンクロタイム
のつながりを実感させる方法も検討されるべきである．
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結　　論

　シンクロマットを取り入れた本実践は，運動技能や
マット運動への好感度が低い児童でも積極的に取り組む
ことができ，マット運動への好感度および運動有能感，
統制感，受容感を向上させるのにある程度有用である可
能性が示唆された．また，単元を通して児童の「できた」
や「上手くいった」という意識は個人から集団での実感
に変化する可能性が推察された．したがって，「シンク
ロマット」を取り入れた本実践は，主にマット運動への
好感度が低位な児童を対象に実施することで，マット運
動へ積極的に取り組む意欲などの形成に寄与すると考え
られる．
　一方で，本実践は運動有能感の下位尺度である身体的
な有能さの認知を向上させるには至らなかった．この点
は本実践の大きな課題であり，その要因として「できた」
という感覚の多くを占めていたのが個人の技ではなく，
集団であるシンクロの動きに対してであった可能性が考
えられる．そのため，個人の運動技能に対する肯定的な
認知を十分に実感十分に実感できなかったことが推察さ
れる．本実践では，個人技能を向上させることを目的に

「チャレンジタイム」を設定していたが，この時間だけ
では身体的な有能さの認知の向上には不十分であった可
能性が高い．また，本実践の単元構成の性質上，自身の
思いと活動内容の乖離を感じたまま単元を終えてしまっ
た児童も存在していると考えられる．そのため対応策と
して，活動グループを異質グループではなく，等質グルー
プにすることでグループ内の技能差を減らし，チャレン
ジタイムとシンクロタイムのつながりを実感させる方法
も検討されるべきである．
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